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はじめに 

本マニュアルではクラウド翻訳支援ツール Memsource（メムソース）の基本操作をご紹

介しています。 

 

特に記載がない限り、Memsource のスタンダードエディションであるチーム版について説

明しています。本書の記載は、製品のバージョンアップ等の事情により、実際と異なる場合

がございます。 

 

製品に関する情報は、Memsource ブログにも掲載しております。 

Memsource ブログ日本語版：https://www.memsource.com/ja/blog/ 

 

マニュアルを読んでも問題が解決しない場合、以下の URL から公式サポートチームにサポ

ートリクエストを送信できます。（※対応言語は英語） 

リクエストを送信：https://help.memsource.com/hc/ja/requests/new 

 

Memsource の画面右下の Help Widget からもサポートリクエストが送信できますので、

こちらもご活用ください。（※対応原語は英語） 

 

Help Widget を 

クリック 

Contact us をクリック 問い合わせ内容を入力後、 

Send をクリック 

 

  

 

https://www.memsource.com/ja/blog/
https://help.memsource.com/hc/ja/requests/new
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Memsource 入門編 

このセクションは、Memsource を利用する全てのユーザー向けの入門ガイドです。 

Memsource の構成 

Memsource は翻訳プロジェクトの管理を行う Memsource と、翻訳作業を行う

Memsource Editor に分けられます。 

Memsource 

（メムソース） 

プロジェクトマネージャー（PM）が、Memsource の環境

と翻訳プロジェクトに必要な以下の管理を行う環境です。 

 プロジェクト（JOB と呼ばれるファイルで構成） 

 翻訳メモリ（TM） 

 用語ベース（TB） 

Web 版 

Memsource Editor 

（メムソースエディタ） 

翻訳者（Linguist）が実際に翻訳作業を行う環境。「エディ

タ」と呼ぶこともあります。Web ブラウザ上で利用可能な

Memsource Editor for Web（Web 版）と、ローカル PC

にインストールして使用する Memsource Editor for 

Desktop（デスクトップ版）があります。 

Web 版 

デスクトップ版 

 

基本操作マニュアルも、Memsource 編（本書）と、Memsource Editor 編に分かれていま

す。 

ユーザータイプ 

Memsource を利用するユーザーにはいくつかのタイプがあります。 

 管理者 

 プロジェクトマネージャー 

 リンギスト（翻訳者） 

 ゲスト 

 サブミッター（Ultimate/Enterprise 版のみ） 

 

Memsource 入門編 

このセクションは、管理者または PM（パーソナル版とチーム・スタート版含む）向けの入

門ガイドです。翻訳者の方は別冊「Memsource Editor 基本マニュアル」をご覧ください。 
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サインイン 

Memsource にアクセスするには、ユーザーアカウント名とパスワードが必要です。 

推奨ブラウザ：Google Chrome, Firefox, Microsoft Edge, Safari の最新の 2 バージョン。 

ユーザーアカウント作成 

ご自身以外の PM と、Memsource 上で翻訳を依頼する翻訳者用のユーザーアカウントを作

成します。 

 

1. 画面左の「ユーザー」メニューをクリック後、ユーザーの「新規作成」を押下します。 

 

 

2. 必要情報を入力し、「作成」ボタンを押下します。 

 

 

*ユーザー名は、Memsource 全体で一意（重複なし）である必要があります。削除さ

れたユーザー名を使用することはできません。一意にするため、接頭辞の追加を推奨

します。例えば、会社 ABC と DEF に j.doe というユーザーがいる場合、区別するた

めに ABC_j.doe と DEF_j.doe とします。 

*ユーザータイプは、プロジェクト設定を行うユーザーであれば「管理者」又は「プロ
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ジェクトマネージャー」を、翻訳者は、「リンギスト(翻訳者)」を選択します。 

*タイムゾーンは、登録するユーザーごとに設定します。 

*翻訳者ユーザーは、割り振られたジョブにアクセスできますが、自分で TB を設定す

ることができません。但し、「TB の用語を編集可能」にチェックがある場合、翻訳者

はアサインされたプロジェクトに設定されている TB の用語を編集できます。 

 

3. セットアップ（画面左の歯車アイコン）＞アクセスとセキュリティから、翻訳者ユーザ

ーのアクティブ・非アクティブの切替設定を確認します。チーム版では登録翻訳者数は

無制限ですが、同時稼働人数は 1 アカウントにつき 10 名までです。以下のチェックを

ON にしておくと、依頼しているジョブがゼロになった時点で自動的にアカウントが非

アクティブに切替できます。 

 

 

 

※チーム版以上は、1ＰＭアカウントにつき、2 個の無料の「ゲスト」アカウント（紐

づけられたクライアントのプロジェクトのみ参照）も作成できます。 

※翻訳者の Memsource Editor にメタデータ(メモリ作成者情報)を表示する をチェ

ック無しにすると、TM や TB の作成者情報が Memsource Editor 上に表示されなくな

ります。 
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ログイン情報をメールする 

ユーザーを作成したら、「ログイン情報をメールする」ボタンを使用してログイン情報を送

信します。メールには、ユーザーアカウント名と、パスワードリセット用の URL が含まれ

ています。複数のユーザーにチェックを入れ、一度に複数のユーザーを対象に送信すること

もできます。 

 

セキュリティの観点から、パスワードはご本人が設定頂く必要があります。ユーザー画面か

らパスワードの変更はできませんので、ご注意ください。 

 

初期設定 

Memsource で翻訳プロジェクトを開始する前に必要な初期設定を行います。 

 

Memsource の画面左メニューに表示される「セットアップ」メニューをクリックすると、

各種設定を行う画面（「セットアップメニュー」）にアクセスできます。各種設定はここから

行います。 
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ここで行った変更は、以降、新規プロジェクトの作成時に採用されます。（過去に作成した

ものに遡って変更されることはありません。） 

 

「ドメイン」・「サブドメイン」・「クライアント」 

プロジェクト、TM、TB を分類するのに使います。たとえばドメインは部署名、サブドメイ

ンは翻訳の分野や製品名、クライアントはお客様名といった形でご利用頂けます。初期設定

時の設定を推奨しますが、設定なしでもシステムを利用することは可能です。 

 

「ワークフローステップ」 

デフォルトでは、翻訳、校正、ネイティブチェックの 3 つが表示されますが、名称を変更し

たり、必要なワークフローステップを追加したりできます。 

 

*「オーダー」は、ワークフローステップが実行される順序を定義します。上記の場合、「翻

訳→ネイティブチェック」というワークフローステップのプロジェクトは作成できますが、

「翻訳→ネイティブチェック→校正」という順序のプロジェクトは作成できません。 

 

メールテンプレート 

メールテンプレートを使用して、メムソースから送信されるメールの内容を変更できます。 

セットアップメニューの「管理」の下にある、「メールテンプレート」をクリックします。 
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- テンプレートの新規作成時は、選択したテンプレートの種類ごとに、ユーザーの設定言

語別にデフォルトの本文が自動で設定されます。 

- テンプレート名をクリックして、テンプレートを編集できます。 

- 種類が「ログイン情報」または「割り当て済のジョブ」のメールテンプレートは送信時

に表示されるプルダウンメニューから、どのテンプレートを送信するかを選択できま

すが、それ以外の種類（「自動送信メール」）のテンプレートが複数ある場合、一番上の

ものが採用されます。 

- 自動送信メールは言語により切替が出来ませんので、英語のみの表記とするか、1 つの

テンプレート内に日英併記をします。 

- テンプレート内に使用可能なマクロ（動的にユーザー名などを取得するための書式）の

一覧は以下のページを参照します。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/360018778612-Email-

Template-macros 

 

有効な言語 

不要な言語を非アクティブ化しておくと非表示となります。 

 

プロジェクト作成 

プロジェクトは翻訳対象ファイル（JOB）を管理するフォルダのようなものです。翻訳対象

のファイルに加え、機械翻訳やアクセス権限などプロジェクト毎に設定を変更できます。 

1. 画面左の「プロジェクト」メニューをクリックし、プロジェクトの「新規作成」を押下

します。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/360018778612-Email-Template-macros
https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/360018778612-Email-Template-macros
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2. 名称、原文言語、訳文言語を入力します。 

 

 

 

3. 「設定」については推奨設定がございますので、以下ご覧ください。 

 機械翻訳エンジン プロジェクトで使用する機械翻訳エンジンを指定します。 

 ワークフロー 翻訳→校正のように、Memsource 内で翻訳のバージョン管理を行いた

い場合、該当のワークフローステップを選択します。 

注）ワークフローステップはチーム版以上でご利用可能です。 

 アクセスとセキュリティ＞直前のワークフローステップが完了するまで、リンギスト

は作業を開始できない 直前のワークフローステップが完了するまで、次のワークフロ

ーステップの担当者が作業を開始できないようにする設定です。 

 

4. 「作成」ボタンを押下すると、プロジェクトの作成は完了です。 

 

プロジェクト編集 

一度作成したプロジェクトの設定は、いつでも変更可能です。プロジェクト画面右上「編集」

をクリックします。 
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プロジェクトテンプレート 

1. 対象のプロジェクトをテンプレートとして保存するには、プロジェクト編集画面から

「名前を付けて保存」→「テンプレート保存」を選択します。テンプレートには、プロ

ジェクト設定情報に加え、ファイルのインポート設定、TM、TB が含まれます。 

 

 

2. プロジェクトの新規作成時に、使用したいテンプレートを選択します。 

 

ヒント：利用可能なテンプレートはセットアップメニューから確認でき、内容の変更も可能

です。 

 

ジョブ作成 

プロジェクトの作成が完了したら、翻訳対象のファイルをアップロードします。これを「ジ

ョブの作成」と呼びます。 

1. プロジェクト上のジョブの右側に表示されている「新規作成」ボタンを押下します。 

 

2. 「ファイル選択」ボタンをクリックし、翻訳対象のファイルを選択します。 

3. 「プロバイダを選択する」のフィールドに翻訳者を指定します。 

4. 必要な場合、「一括翻訳」を選択します。ジョブの作成時にセットアップメニューに

ある「一括翻訳」の設定で翻訳メモリ・機械翻訳が流し込まれます。 

5. 決まっていれば「納期」を設定します。 

6. 指定した翻訳者にメールで通知する場合、「プロバイダに通知する」を設定します。 

なお、翻訳者の指定・メールの送信は、後からでも可能です。本マニュアル「翻訳者へ

のメール送信」を参照します。ご自身で翻訳を進められる場合には、こちらの翻訳者指

定・メール送信の工程は不要です。 
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複数翻訳者の指定 

翻訳者は複数設定可能です。たとえば以下の例ですと、最初に「translator sample」さん

へ案件の打診メールが送信され、5 分後に「translator sample2」さんへ案件の打診メール

が送信されます。「translator sample」さんが Memsource にログインして、ジョブの依頼

を承諾すると、その時点で、打診メールの送信は止まり、他の翻訳者は本ジョブにアクセス

できなくなります。 

 

 

オンラインストレージから追加 

翻訳対象ファイルは、ローカルドライブの他、FTP /Google Drive/ Dropbox といったオ

ンラインストレージからも選択できます。詳しくは Appendix「オンラインストレージとの

連携」を参照します。 
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ファイルインポートの設定 

デフォルト以外のインポート設定が必要な場合、「作成」ボタンの下にあるファイルインポ

ートの設定を選択します。以下は、インポート設定の例です。 

 ワードファイルの索引と、コメントをインポートする設定は以下の通りです。 

 

 

 ワードファイルが PDF から作成された場合など、アップロード後に多数のタグが

Memsource Editor に表示される場合があります。タグが多すぎて翻訳作業に支障が

ありそうな場合、「タグの数を最小限に抑える」オプションで再インポートすることが

できます。こちらのオプションは、場合によっては本来必要なタグを削除する可能性が

あります。「一括翻訳」→「訳文の空欄箇所に原文をコピー」→「訳文ファイルダウン

ロード」で取得したファイルと元のドキュメントを比較し、タグが不正に削除されてい

ないかご確認ください。 

 

 多言語エクセルファイルのインポートの場合「ファイルの種類」で、「多言語 MS Excel

ファイル」を選択します。 

 

ファイルインポート設定が終わったら、以下の手順でファイルをアップロードして、ジョブ

作成を完了します。 

 

1. 「作成」ボタンを押下すると、ファイルがインポートされ、ジョブが作成されます。 

注）作成済みジョブのインポート設定を変更することはできません。設定を間違えてインポ

ートしてしまった場合、再度インポートが必要です。 

2. 既存のインポート設定と同じものを使用したい場合、ファイル名右の「…」をマウスオ
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ーバーしてツールチップを表示し、「同じファイルインポート設定を使用してジョブを

新規作成」ボタンを使用します。 

 

 

翻訳メモリ作成 

新しい翻訳メモリを作成し、シンプルなエクセル形式で翻訳メモリをインポートします。 

ヒント：既存の TMX 形式の翻訳メモリがある場合も、エクセルと同様にインポートできま

す。 

 

1. 事前に、エクセル形式で翻訳メモリを準備しておきます。1 行目に言語コードを入れ、

2 行目以降に翻訳メモリを追加します。※セルの結合などは行わないでください。 

 

注）この形式では、同じ原文に対して複数の訳文をインポートできません。異なるコンテキ

スト（前後のセグメント）の設定が必要です。 

 

2. 画面左の「翻訳メモリ」メニューをクリック後、翻訳メモリの「新規作成」ボタンから、

新しい翻訳メモリを作成します。 

 

 

 

3. 必須項目（名称、原文言語、訳文言語）と、必要があれば、クライアント、ドメイン、

サブドメイン、および備考を指定して、「作成」を押下します。 
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4. 新しい翻訳メモリが作成できたら、次は翻訳メモリをインポートします。「インポート」

ボタンをクリックした後、インポート元のエクセルファイルを選択します。 

 

 

 

5. 無事インポートが完了すると、最後にインポートしたファイルの右側に青色のアイコ

ンが表示され、インポートされたセグメント数が表示されます。 
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ID 付きのエクセル TM インポート 

ID を指定して更新または削除する方法です: 

削除 セグメントを削除するには、ID の後に|delete を追加 

更新 セグメントを更新するには、ID の後に|update を追加 

 

新規にインポートされたセグメントは、コンテキストを元に重複削除されます。前後の文

脈が違えば、同じ原文に対して、複数の訳文がインポートできます。前後のセグメントを

常に含めた状態でのインポート／エクスポートが推奨です。前後のセグメントがない場

合、同じ原文に対して複数の訳文はインポートできません。 

 

アライン 

CAT ツールを使用せずに過去に翻訳されたコンテンツを、翻訳メモリの形式に変換する機

能を「アライン」と呼びます。これは翻訳メモリシステムの標準的な機能です。 
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Memsource 上で、単一のファイル同士の組合せまたは、複数まとめてアラインすることが

できます。アラインを起動するには、コンテンツをインポートしたい翻訳メモリの横の「ア

ライン」ボタンをクリックします。 

 

2 つのオプションが利用可能です: 

 1 つの原文 + 1 つの訳文ファイル 

 複数ファイル 

 

複数ファイルオプションは、複数ファイルを一括で処理する時に便利です。対になっている

ファイル（原文／訳文）は、全く同じ名前で、source と target というフォルダに対応する

ファイルを格納して Zip する必要があります。 

 

 

Memsource にインポートされたファイルは、コンテンツごとに対になり、原文、訳文、フ

ァイル名の３列のエクセルフォーマットに変更されます。必要があれば、エクセル上で編集

後、翻訳メモリにインポートします。 

 

場合によっては、アライン専用の翻訳メモリを作成します。もともとアラインから作成され

た TM と、翻訳作業による TM との区別が容易になります。コンテンツ自体に差分があった

り、原文と訳文のフォーマットが一致していなかったり、複数の原因により、うまくアライ

ンが機能しない場合があります。解決策の 1 つは、エクセル自体は編集せずにプロジェク

トに設定される TM にアライン結果をインポートし、参考資料としてアラインしたエクセ
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ルを添付することです。明らかに横並びが異なると翻訳者が判断した場合、参考資料のエク

セルファイルを参照すると、本来の翻訳がその近くに存在するはずです。 

アラインで出力されたエクセル形式のイメージ 

 

 

用語ベース作成 

新しい用語ベースを作成し、シンプルなエクセル形式で用語をインポートします。 

注）既存の TBX 形式の用語ベースがある場合も、エクセルと同様にインポートできます。 

 

1. 事前に、エクセル形式で用語ベースを準備しておきます。1 行目に言語コードを入れま

す。 

 

2. 画面左の「用語ベース」メニューをクリック後、用語ベースの「新規作成」を押下しま

す。 

 

 

 

3. 必須項目（名称、言語）と、必要があれば、クライアント、ドメイン、サブドメイン、

および備考を指定して、「作成」を押下します。 
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4. 新しい用語ベースが作成できたら、次は用語ベースをインポートします。「インポート」

ボタンをクリックした後、インポート元のエクセルファイルを選択します。 

 

 

5. 無事インポートが完了すると、最後にインポートしたファイルの右側に青色のアイコン

が表示され、インポートされた用語数が表示されます。 
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用語と属性の新規追加 

用語に加え、以下のような属性もエクセル形式でインポートできます: 

 ステータス（新規作成、承認済み） 

 推奨（True または False） 

 禁止（True または False） 

 大文字小文字の区別（True または False） 

 一致タイプ（完全一致、あいまい一致） 

 使用例 

 品詞（形容詞、動詞、名詞、副詞） 

 性別（男性、女性、中性） 

 数字（単数形、複数形、不可算） 

 備考 

 短い内容の翻訳 

 用語の種類（完全形、短縮形、頭字語、略語、句、異形） 

 

用語集以外の他の属性（例：「備考」など）も、用語の右横に列を追加する形で 

用語追加時に併せて登録することが可能です。 

 

 

ヒント：1 行目の列名や、設定値が不明な場合、必要な属性を選択した上で用語ベースをエ

クスポートしてダウンロードされたエクセルファイルを開くと確認できます。 

 

「上書き」モード 

既存の用語ベースに用語を新規追加する代わりに、既存の用語を修正（更新または削除）し

たい時にはこちらのモードを使用します。「上書き」モードを実行するには以下の手順に従

います。 

1. Memsource から修正したい属性を選択した上で、エクセルファイルをエクスポートし
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ます。デフォルトでは「ステータス」のみですが、必要があればチェックを ON にしま

す。 

 

 

 

2. エクスポートしたファイルを編集して、修正項目を加えます。 

ヒント：エクスポートしたエクセルファイル上で緑色になっている箇所は KEY 情報で

す。”|delete”オプションを追加する以外は変更しないようにして下さい。 

 

以下は、不要な用語の削除と、既存の用語の更新を行うエクセルファイルの例です。2 行目

は新しい用語で更新され、3 行目は行ごと削除されます。 

 

 

3. エクセルファイルの編集が完了したら、ファイルを保存します。上書きモードでファイ

ルをインポートするには「既存の用語を上書き」オプションを選択します。 
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Synonyms（同義語）の登録方法 

Memsource上で登録する場合、用語の右横に表示される青色の(+)ボタンから追加します。 

 

 

エクセルインポートの場合、Synonyms として登録したい用語のために 1 列追加しておく

必要があります。 

 

 

プロジェクト設定 

プロジェクトに翻訳メモリと用語集を設定します。既存のプロジェクト、翻訳メモリ、用語

集があることを前提にしています。まだ作成していない場合、「プロジェクト作成」、「翻訳

メモリ作成」、「用語ベース作成」を参考にして作成してください。 
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翻訳メモリ設定 

1. プロジェクト一覧ページから、翻訳メモリを設定したいプロジェクトを選択します。 

 

 

2. 翻訳メモリの「選択」を押下します。 

 

 

3. プロジェクトにワークフローステップの設定がある場合以下のような画面が表示され

ます。ここでは何も変更せず、「続ける」を押下します。 

 

 

4. 翻訳メモリの一覧が表示されます。検索または更新の列にチェックを入れて選択し、「保

存」を押下します。 
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ヒント：1 プロジェクトにつき、最低 1 つの翻訳メモリが「書き込み」用に選択されている

必要があります。1 プロジェクトには、最大で 10 の翻訳メモリを設定できます。 

注）上書きされたくない翻訳メモリは、書き込み用に設定しないようにします。 

ヒント：ペナルティ（％）に指定した数値のみ一致率が低くなります。同じような内容の翻

訳メモリがある場合には、優先したくない翻訳メモリにペナルティを設定します。 

 

ワークフローステップ別の翻訳メモリ設定 

ワークフローステップ毎に、別々の翻訳メモリ設定を行うことができます。これを行うには、

「選択」ボタンの押下時に表示される以下のポップアップ画面のチェックを外します。 

 

この際、どのステップに対する設定なのかは、JOB の右側に表示されています。 

 

例えば、上記は、今「校正」ステップにいるという意味なので、このページの下にある翻訳

メモリの「選択」から、「全てのワークフローステップ」のチェックを外した場合、「校正」

ステップに対する翻訳メモリの設定を行っていることになります。 
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注）ワークフローステップごとの設定は翻訳メモリのみ対応しています。用語ベースについ

ては 1 プロジェクトにつき 1 種類の設定になります。 

 

用語ベース設定 

1. プロジェクト一覧ページから、用語ベースを設定したいプロジェクトを選択します。 

 

 

2. 用語ベースの「選択」を押下します。 

 

 

3. 用語ベースの一覧が表示されます。検索、更新または QA の列にチェックを入れて選択

し、「保存」を押下します。 

 

 

ヒント: 1 プロジェクトにつき、1 つの用語ベースが「書き込み」用に選択されている必要
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があります。1 プロジェクトには、最大で 10 の用語ベースを設定できますが、更新用に設

定できるのは１つのみです 

注）上書きされたくない用語ベースは、書き込み用に設定しないようにします。 

ヒント： QA にチェックを入れた用語ベースにある用語を使用していない場合、翻訳後の

QA 実行時にエラーとして検出されます。 

 

解析 

解析機能を使用して、選択したファイルの文字/ワード数、繰り返しの数、翻訳不可能箇所

（NT）、翻訳メモリとの一致率、機械翻訳との一致率（ポストエディット解析）または改訂

者による改訂（比較解析）の計算ができます。 

 

解析は翻訳者（プロバイダ）にアサインでき、翻訳者ポータル（翻訳者ユーザーが

Memsource にログインした時の画面）に表示されます。 

 

翻訳費の課金単位は国により異なるため、Memsource は各解析に以下を提供しています： 

 文字数（スペースなし） 

 ワード数（単語の間にスペースを使用する言語のみ対象、中国語・日本語・タイ語は除

く） 

 ページ数（スペースも含めた 1800 文字、実際のファイルのページ数は考慮しない） 

 

以下の解析タイプがサポートされています： 
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デフォルト 

 

 

翻訳作業前に実施されるべき既定の解析です。セグメント、ワード、文字数の詳細を提供し、

翻訳メモリとの一致率、翻訳不可能箇所を表示し、顧客に対する見積もりの元データとなり

ます。 

 

セグメント/ワード/文字数の詳細が生成され、プロジェクトで使用される場合、TM 一致は、

翻訳不可能箇所(NT)一致と MTQE（有効にしている場合）とともに識別されます。 

 

翻訳後にデフォルト解析を実行すると、不正な結果が生成されます。 

 

解析オプション 

 翻訳メモリの一致を含む 

 内部あいまい一致を含む 

 翻訳不要箇所を含む 

 機械翻訳一致を含む 

 確定済みのセグメントを除外 

 ロック済セグメントを除外 

 数字を除外 



28 

 プロバイダ別に解析する（複数ファイルが選択された場合、アサインされたプロバイダ

ごとにグループ化して分析され、解析結果は各担当者に参照可能となる） 

 言語毎に解析する（複数ファイルが選択された場合、言語の組合せごとにグループ化し

て分析される） 

 

ポストエディット 

機械翻訳と翻訳不可能箇所ポストエディット（機械翻訳と翻訳不可能箇所のアウトプット

の改善に必要とされる編集の工数）を解析します。 

 

Memsource のポストエディット解析は、従来の TM 分析を拡張して、機械翻訳（MT）と

翻訳不要箇所（NT）を含みます。 

 

ユーザーはセットアップメニュー経由で設定しておくか、実際に「解析」を選択した時の画

面で、必要な解析のタイプを変更できます。 

 

比較 

チーム版以上のエディション、かつワークフローステップが有効になったプロジェクトで

のみ有効です。異なるワークフローステップにある 2 つのバージョンを比較して、どの程

度改訂がなされたのかを解析します。例えば、翻訳ステップと校閲ステップを比較すると、

校閲の実際の工数（校閲ステップでどの程度翻訳が変更されたか）が分かります。 

 

例） 

翻訳ステップと校正ステップを比較して、校正ステップ中に翻訳がどの程度変更されたか

を特定することにより、校正者が実際にどの程度の工数をかけたかが分かります。 

 

解析の実行 

このセクションでは、「デフォルト」タイプの解析を実行します。 

1. 解析を実行したいジョブがあるプロジェクト編集画面に移動します。 

2. 複数のワークフローがある場合、解析を実行したいステップが表示されているかを確認

します。 
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3. 対象のファイル名にチェックを入れ、「解析」を押下します。 

 

 

4. 必要があれば解析オプションを変更後、「解析」ボタンを押下します。 

 

5. 解析結果は、同じページの「解析」セクションに表示されます。解析ファイル名をクリ

ックします。 

 

 

 

6. 解析結果が別 Window で表示されます。 
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ヒント：翻訳メモリとの一致率の定義については「一致率の定義」を参照します。 

ヒント：解析結果を画面右端に表示されるボタンから CSV 形式でダウンロードすることが

できます。ダウンロードした CSV ファイルがエクセルで上手く開けない場合は、以下の手

順に従って下さい。 

 

1) CSV をエクセルで開き、A 列（列全体）を選択します。 

2) データ＞区切り位置をクリックします。 

3) ウィザードが表示されますので、「次へ」をクリックします。 

4) 2 つ目のウィザードで区切り文字に「セミコロン」をチェックした後、 

「完了」をクリックすると「;」で区切った表示になります。 
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一致率の定義 

翻訳メモリとの一致率は以下の定義に従って計算されています： 

 繰り返し - 1 つのジョブの中での繰り返しのセグメント数 

 101% - コンテキスト（前後のセグメント）も含む、翻訳メモリに対する完全一致 

 100% - 翻訳メモリに対して完全一致 

 95%–99% - 翻訳メモリに対する一致率 95%–99% 

 85%–94% - 翻訳メモリに対する一致率 85%–94% 

 75%–84% - 翻訳メモリに対する一致率 75%–84% 

 50%–74% - 翻訳メモリに対する一致率 50%–74% 

 0%–49% - 翻訳メモリに対する一致率 0%–49% 

 

注）上記のルールに加え、「繰り返し」に関する例外ルールがあります。「繰り返し」は、基

本、翻訳メモリに対する一致率とは別にカウントされますが、例外的に一致率が 101%と

100%のセグメントは、繰り返しから除外され、101%、100%にのみカウントされます。 

 

一括翻訳 

翻訳作業の依頼前に、ジョブに対して各種の一括処理を行うことができます。「一括翻訳」

は、以下のサブメニューを含みます： 

 空欄箇所を一括翻訳（「空欄箇所を一括翻訳」参照） 
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 空欄箇所を人為翻訳する（Gengo のサービスに翻訳を依頼します（有償）） 

 訳文の空欄箇所に原文をコピー（空欄の訳文セグメントに原文のセグメントをコピー

します） 

 空欄箇所を疑似翻訳（「疑似翻訳」参照） 

 全ての訳文を削除（選択したファイルを対象に全ての訳文セグメントを削除します。） 

注）この操作はキャンセルできません 

 

空欄箇所を一括翻訳 

「空欄箇所を一括翻訳」は Memsource 内で 3 箇所に設定があります： 

1. 管理者または制限のない PM により設定されたセットアップメニューの設定。全ての新

しいプロジェクトはこの設定がデフォルトです。（チーム版以上は疑似翻訳を含む） 

2. プロジェクト設定 

3. プロジェクト編集画面でジョブを選択して「一括翻訳」を押下時の画面 

 

一括翻訳オプション 
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翻訳メモリを使って一括翻

訳 

訳文が空欄のセグメントに翻訳メモリと一致した訳文を挿入します。一括

翻訳のしきい値に、挿入されるための最低限の一致率を指定します。 

翻訳不要箇所を一括翻訳 翻訳不要箇所（文字ではないテキストで構成）の訳文セグメントに原文を

コピーします。 

機械翻訳を使って一括翻訳 翻訳メモリに一致したものがない場合、機械翻訳エンジンから取得した訳

文を挿入します。Microsoft Feedback、一部の機械翻訳エンジンにはこ

のオプションは使用できません。 

繰り返しの自動入力 繰り返し自動入力の有効／無効を設定できます。 

セグメントステータスを確

定済に設定 

チェックを入れたものを対象に「確定済」に設定します。 

 101% 翻訳メモリの一致 

 100% 翻訳メモリの一致 

 100% 翻訳不要箇所の一致 

 100% 機械翻訳の一致 

 繰り返し 

一括翻訳・ジョブを完了に

設定 

機械翻訳のみ対象。オートメーションウィジェットで作成されたプロジェ

クトに使用できます。クライアントが送信したファイルは自動的に機械翻

訳（有効にされている場は NT の結果も含む）され、クライアントに返信

されます。 

 ジョブ作成時に一括翻訳セットアップメニューまたはプロジェクト

設定のみで有効なオプションです。 

 一括翻訳終了後、ジョブを完了に設定 

 すべてのジョブの一括翻訳終了後、プロジェクトを完了に設定 

 一括翻訳が完了し、すべてのセグメントが確定済となる場合、ジョ

ブを完了済に設定する 

 すべてのジョブの一括翻訳終了後、プロジェクトを完了済に設定 

ロック チェックを入れたものを対象にロックします。 

 101% 翻訳メモリの一致 

 100% 翻訳メモリの一致 

 100% 翻訳不要箇所の一致 

 100% 機械翻訳の一致 

 

一括翻訳のベストプラクティス 

一括翻訳を翻訳前に常に実行する必要はなく、推奨できない場合もあります。通常、

Memsource Editor は、より効率的な方法で一括翻訳をサポートしています。 
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一括翻訳の実行 

一括翻訳を実行するには次の手順に従います。 

1. 実行したいジョブがあるプロジェクト編集画面に移動します。対象のファイル名にチェ

ックを入れ、「一括翻訳」→「空欄箇所を一括翻訳」を押下します。 

 

 

2. 「一括翻訳」のオプション設定画面上で設定を確認し、「一括翻訳」を押下します。 

 

疑似翻訳（Pseudo） 

疑似翻訳機能を使用して、Memsource に原文ファイルが正しく読み込まれ、Memsource 

Editor で翻訳作業を実施したファイルが想定した通りのフォーマットで訳文ファイルとし

てダウンロード可能であるかをシミュレーションできます。 

注）本機能はチーム版以上のみで利用可能です。 

 

疑似翻訳オプション 

以下のオプションを使用して疑似翻訳を実行できます： 

 擬似翻訳に使用する文字: 選択された文字が原文に追加されます。設定値が’$'の場

合、’Test' は 'T$e$s$t$'です。 

 原文テキストとあわせる:  

 訳文セグメントの先頭に追加: 設定値が 'aaa'の場合、'Test' は 'aaaT$e$s$t$'です。 

 訳文セグメントの末尾に追加: 設定値が'bbb'の場合、'Test'は'T$e$s$t$bbb'です。 

• 原文に対する訳文セグメントの長さ(%): 疑似翻訳を含めた訳文の長さ(%)。設定値が

100 の場合、’Test' は 'T$e$'。ただし始まりの文字と終わりの文字は除外されます 

('aaaT$e$bbb')。 

疑似翻訳の実行 

疑似翻訳を実行するには次の手順に従います。 
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1. 実行したいジョブがあるプロジェクト編集画面に移動します。対象のファイル名にチェ

ックを入れ、「一括翻訳」→「空欄箇所を疑似翻訳」を押下します。 

 

 

2. 「疑似翻訳」のオプション設定画面上で設定を確認し、「疑似翻訳」を押下します。 

ヒント：各種オプションについては「疑似翻訳オプション」を参照ください。 

 

3. 疑似翻訳が完了したら、「ダウンロード」→「訳文完成ファイル」から、訳文完成ファイ

ルをダウンロードします。 

 

 

4. 翻訳対象箇所のみが、疑似翻訳されていることを確認します。 

ヒント：画像や埋め込み部分など翻訳対象外の箇所は、原文ファイルと全く同じになります。 
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5. 訳文ファイルに問題なければ、翻訳作業を開始するため、「一括翻訳」→「全ての訳文を

削除」を実施して疑似翻訳を削除します。 

 

ロックとロック解除 

ロックしたセグメントは翻訳対象外となり、翻訳者は編集できません。ロックおよびロック

の解除の設定は翻訳者が実施することはできません。 

注）ロックとロック解除は翻訳作業の実施前に実行してください。 

 

対象セグメントをロックまたはロック解除するには以下の手順に従います： 

1. ファイル名をクリックすると別タブで Memsource Editor for Web が開きます。 

ヒント：Memsource Editor for Desktop も利用できます。詳細は、「Memsource 基本操

作マニュアル～Memsource Editor 編～」を参照します。 

 

2. ロックしたいセグメントを選択し、Ctrl + L と入力します。ロックされたセグメントは

グレーアウトされ、鍵アイコンが表示されます。 

 



37 

 

 

ヒント：既にロックされているセグメントを選択し、Ctrl + L と入力するとロックが解除さ

れます。 

 

ファイル分割 

この機能は、単一ファイルが複数の翻訳者により作業される必要がある場合に便利です。各

翻訳者は翻訳のための仮想的なファイルを取得することになります。ファイル分割は訳文

ファイルに影響を与えません。全てのワークフローステップに対してファイル分割機能を

使用できます。（このオプションは既にファイルが分割されている場合は有効ではありませ

ん。） 

注）ファイル分割は、翻訳者（プロバイダ）のアサイン前に実行してください。 

 

ファイル分割オプション 

分割には 4 つのオプションがあります： 

 分ける数を指定して分割 

 セグメント数を指定して分割 

 特定のセグメント*後で分割 

 ワード数を指定して分割 

 

*Memsource Editor for Web を起動し、「特定のセグメント」を確認します。 

 

分割したファイルを Memsource Editor 上で結合して表示したい場合、結合ファイルを使

用します。 

 

結合ファイルの使用方法 

Memsource Editor for Desktop の場合： 

対象ファイルにチェックを入れ、「ダウンロード」→「バイリンガル MXLIFF」を選択しま

す。 
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「結合ファイル」を選択し、「ダウンロード」をクリックします。 

 

 

Memsource Editor for Web の場合：結合対象のファイルにチェックを入れ、そのうち 1

つをクリックします。 

 

ファイルの結合を実施した場合、ジョブの各名称は以下の様に表示されます。 

 

ファイル分割の実行 

ファイルを分割するには以下の手順に従います。 
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1. 分割対象のファイル（1 ファイルのみ）にチェックを入れ、「ツール」→「ファイル分割」

をクリックします。 

 

 

2. 分割オプションを選択し、「ファイル分割」をクリックします。 

注）この操作はキャンセルできません。オプションに間違いがないか実行前に確認します。 

 

3. 分割後、疑似翻訳を実行し、訳文完成ファイルに問題がないことを確認します。 

4. 分割後のファイルを翻訳者にアサインします。 

ヒント：複数ファイルを対象にして同じ翻訳者にアサインできます。 

5. 翻訳完了後、分割した複数のファイル名を選択し、「ダウンロード」→「訳文完成ファイ

ル」をクリックします。 

翻訳者へメール送信 

ジョブに翻訳者（プロバイダ）をアサインし、案件打診メールを送信します。ファイルのア

ップロード時にメール送信済みの場合、ご自身で翻訳を進められる場合は、この操作は不要

です。 

 

1. 複数のワークフローがある場合、メール送信を実行したいステップが表示されているか

を確認します。 
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2. 対象のファイル名にチェックを入れ、「編集」を押下します。 

 

 

3. 翻訳者、納期を選択したら「保存」ボタンを押下します。 

 

 

4. 保存が完了するとプロジェクト編集画面に戻るので、「ツール」→「E メール」をクリッ

クします。 

 

 

5. テンプレートを選択し、「E メール」を押下します。 
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6. 翻訳者は、受信メール内のリンクから該当プロジェクトにアクセス可能です。 

ヒント：セットアップメニューから、メールテンプレートの編集・追加が可能です。 

ヒント：翻訳者のパスワードリセット方法については、「ログイン情報をメールする」を参

照します。 

 

翻訳作業の確認 

翻訳者から作業完了の通知を受けた PM は、作業に問題がないかを確認し、最終納品物を作

成します。 

訳文完成ファイルダウンロード 

訳文完成ファイル（元原稿と同じフォーマットで訳文に差替えられたもの）をダウンロード

するには、対象ジョブを選択し、「ダウンロード」→「訳文完成ファイル」を実行します。 
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ヒント：実行時エラーの原因については、表示されるメッセージを確認します。よくあるエ

ラーの原因として、Excel ファイルの制限違反（例：シート名の翻訳に「/」などの禁止文

字が含まれている）や、訳文と原文でタグの数や順序が一致しないことなどがあります。 

ヒント：元原稿によっては、訳文完成ファイル上でのレイアウト調整などが必要な場合があ

ります。 

 

変更履歴をエクスポート 

プロジェクトにワークフローステップが設定されている場合、各ステップの変更履歴を一

覧表示し、ファイルにエクスポートすることができます。 

対象ジョブを選択し、「ツール」→「ワークフローの変更履歴をエクスポート」で変更履歴

を表示し、HTML 形式でファイルに保存します。 

 

ヒント：エクスポートファイルは HTML 形式のみがサポート対象です。 

 

高度なプロジェクト設定 

プロジェクト・ジョブ共有機能 

有料の Memsource ユーザー同士であれば、別の組織に属していても、プロジェクト共有

機能を利用して共同して作業を行うことができます。バイヤー（依頼側）はチーム版以上、
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ベンダー（受注側・実際に翻訳を行う側）はチーム・スタート版以上です。 

 

プロジェクト共有 

プロジェクト共有を行うには、以下の手順に従います。 

1. バイヤーは、ベンダーに、ベンダートークン番号の連携を依頼します。ベンダートーク

ン番号は、セットアップメニュー画面の上部、組織の下に表示されています。 

 

 

2. バイヤーは、ベンダートークン番号を使用してベンダー登録を行います。「セットアッ

プメニュー」＞「管理」＞「ベンダー」で「新規作成」をクリックし、ベンダートーク

ンを入力します。 

ヒント：ベンダートークン以外の情報は空白のままでも保存できます。 

 

 

 

 

3. ベンダーと共有したいプロジェクトに移動し、右上の「共有する」→「ベンダーと共有」

をクリックします。 
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ヒント：ベンダーからプロジェクトを共有するには、「バイヤーに転送」を選択します。 

 

4. 共有先のベンダーを選択する画面で、ベンダーを選択し、「保存」をクリックします。 

 

ヒント：共有済みのプロジェクトを選択している場合、ここで空白を選択して保存すると共

有が停止されます。プロジェクト共有の停止はバイヤー側が実施します。 

 

5. 共有されたプロジェクトは左上のアイコンの表示が以下のようになります。 

 

ヒント：プロジェクトを共有していても、お互いの翻訳者名は相手に見えません。相手側の

翻訳者が紐づけられている場合、以下のように表示されます。 

また、一括で相手の翻訳メモリ・用語集をダウンロードすることはできません。 

 

 

書き込み用翻訳メモリ・用語集は、バイヤー側も、ベンダー側も、設定することができます。

今回のプロジェクト内で蓄積される翻訳メモリ・用語集は、両者が所有することができます。 
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ジョブ共有 

ジョブ単位で共有する場合は、翻訳者（プロバイダ）をジョブにアサインする方法と同じで

す。ひとつのプロジェクトを複数のベンダー・翻訳者に割り当てる場合、こちらをご利用く

ださい。 

 

リンギストとして、ベンダーを選択し、納期を設定したら「保存」をクリックします。 

 

 

ヒント：ベンダーは、割り当てられたジョブ以外見ることはできません。その他の点は、プ

ロジェクト共有と同様です。ベンダー側で翻訳メモリ・用語集を設定できます。またベンダ

ー側の翻訳者に依頼できます。 

 

プロジェクトの自動作成 

オンラインストレージサービスと連携させると、Memsource が指定したフォルダを定期的

に確認し、新しいファイルがあれば自動でプロジェクトを作成する「プロジェクトの自動作

成」機能をご利用頂けます。対象エディションはチーム版以上となります。 

 

プロジェクトの自動作成機能を使用するには、Memsource 上にコネクターとサービスが最

低 1 つ設定されている必要があります。 

 

プロジェクトの自動作成機能を設定するには以下の手順に従います。 

 

1. セットアップメニューから、「自動化」の下の「プロジェクトの自動作成」を選択し、

「新規作成」をクリックします。 

2. 任意の名称を入力し、「接続先のフォルダ」から連携しているオンラインストレージサ

ービスを選び、ジョブを検出する対象フォルダを選択します。 

3. 「アップロード用サブフォルダ」に任意の名称を入力します。こちらは上記で選択した

フォルダの中に自動的に作成され、Memsource で処理中のファイルが保存されます。

これにより自動で処理が進んでも原文ファイルと混同することがありません。 
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このオプションが無効で、プロジェクト設定で「ファイル名の変更」が設定されていな

い場合、元のファイルが訳文ファイルで上書きされる可能性があるので注意して下さ

い。 

4. 「保存先サブフォルダのパス」フィールドに、保存先サブフォルダの名称を指定します。

この項目はコネクターが以下のいずれかの場合のみ表示されます。Azure, FTP, SFTP, 

Dropbox, Google Drive, Box, OneDrive, Git, GitHub, GitLab, Bitbucket Cloud 

5. 「確認頻度」で新規ファイルの有無を確認する頻度を設定します。 

6. サービスを選択します。 

 

7. 「プロジェクト初期設定」セクションで、原文言語と訳文言語を選択し、必要に応じデ

フォルトのプロジェクトタイトルの変更、デフォルトのプロジェクトオーナーの選択、

電子メールテンプレートの設定を行います。 

ヒント：プロジェクト名に使用可能なマクロは以下を参照します。 

https://wiki.memsource.com/wiki/Template_macros 

https://wiki.memsource.com/wiki/Template_macros
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8. 設定を保存すると、有効になっているプロジェクトの自動作成ルールが確認できます。ステ

ータスは接続の状況、最後の確認と次の確認はそれぞれフォルダを最後に確認した時間と

次に確認する時間を示します。 

 

 

9. プロジェクトのステータスが「完了」に変更されると、翻訳済みファイルが上記で設定

したサブフォルダに保存されます。プロジェクトテンプレートの解析の設定や電子メ

ールテンプレートの設定と組み合わせることにより、解析、仮翻訳、翻訳者（プロバイ

ダ）へのアサイン、メール通知などの多くの工程を自動化できます。 
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お支払いに関する FAQ 

Q. 無料トライアルはどこから申し込めますか？ 

すべての有料エディションは 30 日間無料でお試し頂けます。 

以下のサイトにある無料トライアルボタンをクリックします。 

https://www.memsource.com/ja-pricing 

 

 

 

必要情報を入力し、「サインアップ」を押下します。ユーザー名については本書の「ユーザ

ーアカウント作成」を参照します。 

 

Q. もうすぐ無料トライアルが終了します。期間を過ぎるとどうなりますか？ 

無料トライアルの期間が過ぎるとご購入頂くまでログインできなくなります。購入方法に

ついては、「購入方法についての FAQ」をご覧ください。 

 

Q. 購入したいのですが、どうすればいいですか？（購入方法について） 

ログイン後、画面上部にでてくる緑色の「登録はこちら」ボタンを押します。 

https://www.memsource.com/ja-pricing
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該当のエディションの「今すぐ購入」ボタンから購入に進んでください。（※以下は Team

版の例） 

 

 

Q. Memsource への支払いはどのような方法がありますか？ 

Memsource へのお支払いには 2 つの方法がございます。 

クレジットカードまたは PayPal 

Memsource の右端に表示される「今すぐ購入」をクリックし、クレジットカードまたは

PayPal での支払を選択します。3 か月、6 か月、または 10%割引になる 1 年間の支払いが

選択できます。支払と同時に、請求書が自動で送信されます。 

クレジットカード支払の場合、Visa または MasterCard が選択できます。 

PayPal の場合、PayPal アカウントがなくても、MasterCard、Discover、American Express

が選択できます。 

請求書は「セットアップメニュー＞サブスクリプション＞詳細＞請求書」からダウンロード
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できます。 

 

海外送金 

10％割引になる 1 年間の支払を選択した場合のみ、海外送金が選択できます。銀行口座か

らの海外送金でのお支払いをご希望の場合、日本窓口(japan@memsource.com)まで以下

の情報を添えてご連絡ください。 

 請求先住所および VAT 番号（該当する場合） 

 請求書に記載するご担当者のお名前、ご住所、メールアドレス 

 購入 Memsource エディション名 

 購入ライセンス（PM）数 

 ご希望のお支払い外貨（ユーロまたはアメリカドル） 

銀行口座宛ての請求書（英語）をお送りしますので、そちらを元にお支払いいただけます。 

なお、お振込み手数料はお客様にご負担いただいております。 
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Appendix 

QA チェック項目一覧 

既定 QA 項目名 QA 項目名（英語） 説明 

☑ 訳漏れ Empty target 訳文欄が空欄 

 末尾の句読点 Trailing punctuation 原文と訳文で句読点(ピリオ

ド、コンマ、クエスチョンマ

ーク)の数が異なる※日本語

の句読点には対応していませ

ん。 

☑ 訳ブレ Inconsistent translations 同じ原文に対する訳が異な

る、または同じ訳文に対して

異なる原文 

☑ 直前のワークフローに新しい

バージョンあり 

Newer version in a 

preceding workflow step 

available 

直前のワークフローで編集さ

れた 

☑ 数値の不一致 Missing numbers 原文と訳文で数値が異なる。

全角対応。※漢数字・ローマ

数字等は検出しません。 

☑ 繰り返し Repeated words 同じ単語が繰り返されている 

☑ 連続したスペース Multiple spaces 複数スペースがある 

☑ 先頭と末尾のスペース Leading and trailing 

spaces 

末尾にスペースがある 

☑ タグ & 書式 Tags & formatting 原文と訳文でタグと書式が不

一致 

☑ タグ内容の不一致 Inconsistent tag content 原文と訳文でタグの内容が合

っていない※タグ編集は、

XML, HTML , XLIFF ファイル

でのみ有効です。 

☑ 空タグ Empty tag content タグの中にコンテンツがない

※タグ編集は、XML, HTML , 

XLIFF ファイルでのみ有効で

す。 

☑ タグ - 結合されたセグメント Tags - joined segments 文節を結合したあと、訳文の

結合タグが削除されている 

※結合タグが削除されること
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が原因で変換エラーが起こる

場合があります。 

☑ タグ間のテキスト未挿入 No text between tags 原文ではタグの間にテキスト

があるが、訳文ではない 

 入れ子のタグ Nested tags タグが入れ子になっている 

☑ XLIFF タグ XLIFF tags ペアになっている XLIFF タグ

の順序が正しくない 

☑ 用語 Terminology 用語集違反 

 非承認用語を無視 Ignore not approved terms 承認されていない用語は違反

していても検出しない 

 原文なしの禁止用語 Forbidden terms without a 

source 

用語集で禁止されている用語

が使用されている 

☑ スペルチェック Spelling スペルミスの可能性 

☑ 未確定のセグメント Not confirmed segments セグメントが確定されていな

い 

☑ 未解決のコメント Unresolved conversation コメントが解決されていない 

 最大セグメント長（文字換算）   Max. target segment 

length in characters 

訳文の文字数制限を行う 

 最大セグメント長（原文％換

算）   

Max. target segment 

length in % of source 

原文に対する訳文の長さ制限

を行う 

☑ ジョブ作成中に設定された訳

文の最大長 

Max. target length as set 

during job creation 

ファイルアップロード時に設

定した最大値を超えている場

合に検出 

 次を許可しない Not allowed 禁止用語の設定（用語集では

なく直接入力可能） 

 QA チェックでロックされたセ

グメントを除外 

Exclude locked segments 

from QA 

ロックされたセグメントは

QA チェックから除外 

 リンギストがQA警告を含むジ

ョブのステータスを完了に変

更することを許可しない 

Linguists may not set jobs 

with QA warnings to 

Completed 

翻訳者は QA チェック違反を

すべて修正または「警告を無

視」するまで、ステータスを

「完了」にすることができな

い。翻訳者に QA 実行を必須

にする場合はチェックを入れ

ます。 
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 訳文が原文と同一 Target text identical with 

source one 

訳文と原文が同一 

 全てのワークフローステップ

で無視する 

Ignore in all workflow 

steps 

「警告を無視」が他のワーク

フローステップでも無視され

ます 

 TM とのあいまい一致が未編集 Fuzzy TM matches with no 

post-editing 

あいまい一致の TM が編集さ

れずに確定している 

 訳文に数字が追加されていま

す 

Extra numbers in target 原文にあるものより多く数字

が訳文に存在する 

 正規表現 Regexp 詳細は、「QA チェック正規表

現の設定」をご覧ください。 

 

カスタムチェック（正規表現）の設定 

カスタムチェック（正規表現）を使用し、必要なルールに基づいた QA チェックを追加でき

ます。 

例えば、数字に対して必ず漢数字が使用されなければならない場合、以下の様に設定すると、

原文に数字があるのに訳文に漢数字が使用されていないケースを検出できます。 

 

 

 

設定した項目名が QA メッセージとして表示されます。 

 

ヒント：「数値の不一致」のチェックが ON の場合、正規表現の設定と矛盾するので、QA で

都度検出されます。 

 

オートメーションウィジェット 

オートメーションウィジェットを使用すると、簡単かつセキュアに、Web サイトやイント

ラネット上に「ファイルアップロード」機能を組み込むことができます。誰でも直接ファイ
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ルをアップロードし、生成された見積もり金額を確認後、翻訳依頼用のファイルを提出でき

ます。この際、Memsource 上に対応するプロジェクトが自動作成されます。 

 

この機能を利用するには、価格表とサービスが設定されている必要があります。 

価格表の設定 

 

1. セットアップメニューから、「財務」の下の「価格表」を選択します。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックします。 

3. 価格表を作成します。名称を入力し、通貨・料金単位を選択します。 

 

4. 「価格表」セクションにある「言語ペアの追加」ボタンで行を追加し、言語を選択し、

単価を入力後、「保存」ボタンクリックします。 

 

 

サービスの設定 

 

1. セットアップメニューから、「自動化」の下の「サービス」を選択します。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックします。 

3. 提供するサービスを設定し、「保存」をクリックします。 
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ヒント：サービス作成時、ウィジェットに設定したいプロジェクトテンプレート、バイヤー

を併せて設定します。 

 

オートメーションウィジェットの設定方法 

1. セットアップメニューの「自動化」の下の「オートメーションウィジェット」を選択し

ます。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックします。 

3. オートメーションウィジェットを設定し、「保存」ボタンをクリックします。 
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4. 保存後、オートメーションウィジェット一覧と URL が表示されます。 

ヒント：ウィジェット使用時には、編集画面の URL を相手先に連絡します。 

 

*オートメーションウィジェットを使用すると、お見積り作成時・案件完了時に、

Memsource システムより依頼者宛にメールが自動送信されます。このときのメールの文面

は、メールテンプレートで編集・追加できます。オートメーションウィジェットの編集画面

「メールテンプレート」で、メールテンプレートを選択してください。 
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*フォームの色の設定は、「Iframe 及び外観」で変更できます。色の名前（black, red など）

または、数字(#000000, #FF0000 など)を指定します。 

 

 

オートメーションウィジェットの利用方法 

翻訳依頼側は、オートメーションウィジェットの URL を開き、フォーム上で翻訳の言

語方向を設定します。オートメーションウィジェットを利用するには以下の手順に従い

ます。 

 

1. 「ファイルをアップロード」ボタンから翻訳対象ファイルを選択または直接ドラッ

グ＆ドロップするか、「テキストを貼り付け」ボタンから直接テキストを貼りつけ

ます。 

2. 設定に基づき、自動計算された見積もり結果が表示されます。 
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3. メールアドレスを入力すると、初回のみ「認証メール送信」ボタンが表示されます。ボ

タンを押すと、入力したメールアドレス宛に Memsource システムよりメールが送信

されます。 

 

 

4. 受信したメール内に記載の URL をクリックして認証します。 

ヒント：オートメーションウィジェットの URL を開いたのと同じブラウザを使用します。 
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5. 入力したメールアドレスが承認されています。必要に応じて「備考」に連絡事項を入力して

ください。見積もりに基づいて翻訳依頼する場合、「送信」ボタンをクリックします。 

 

6. Memsource システムより、前のステップで認証したメールアドレス宛に、下記のようなメ

ールが送信されます。同時にオートメーションウィジェットを作成したプロジェクトマネ

ージャー宛に翻訳依頼メールが送信され、翻訳を受注する側の Memsource 上に自動的に

プロジェクトが作成されます。 

 

 

7. 翻訳受注側は、Memsource 上で翻訳プロジェクトを進めてください。プロジェクトが完了

し、プロジェクトのステータスが「完了」になったタイミングで、Memsource システムか

ら依頼者に作業完了を通知するメールが送信され、翻訳済みファイルをダウンロードでき

るようになります。 
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ヒント：翻訳受注側がプロジェクトのステータスを「完了」→「新規作成」に戻すと、ファ

イルはダウンロードできなくなります。 

 

プロジェクトのバックアップ 

翻訳したファイルは、必要に応じてバックアップをとってください。 

 

作成したプロジェクトは作成日から 6 カ月を過ぎると、新規ジョブを作成できなくなりま

す。その後、プロジェクト作成日から 12 カ月過ぎると削除されます。 

6 カ月後、下記のようなメッセージがプロジェクトに表示されます。 

 

「このプロジェクトは○○○日以内に完全削除されます。保管期間を 7 カ月延長する」 

 

「延長」をクリックすると、プロジェクトは削除されず、通常どおり新規ジョブが作成でき

るようになります。こちらの延長手続きは、何度でも繰り返し実施して頂けます。 

 

なお、翻訳メモリ・用語集は上記の手続きなく、すべて保存されます。 

ヒント：削除されたプロジェクトも、削除後 30 日以内であれば、「ごみ箱」に残っていま

す。 

すべてのプロジェクトを自動保存されたい場合には、サーバー保管費をお支払いただく必

要がございます。アカウントご購入時に同時にお手続き可能です。 
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オンラインストレージとの連携 

Memsource を Google Drive や Dropbox などのオンラインストレージサービスと連携さ

せ、Memsource 上のファイルからジョブを作成することができます。 

エディション別の連携外部ツールについては以下のページを参照します。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003948452-Connectors 

 

オンラインストレージとの連携方法 

1. セットアップメニューから、「インテグレーション」の下にある「コネクター」を選

択します。 

2. 「新規作成」ボタンをクリックします。 

3. コネクターの名称を入力します。 

4. タイプから接続先のサービスを選択し、必要事項を記入し認証（接続）を行います。  

 

ヒント：認証の際にポップアップウィンドウが表示されます。ブラウザの設定でポップ

アップが許可されていることを確認してください。 

5. 「保存」ボタンをクリックしてコネクターの作成は完了です。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003948452-Connectors
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オンラインストレージからのジョブ作成 

オンラインストレージとの連携が完了すると、Memsource 上のファイルから直接ジョブを

作成し、翻訳が完了したら同じフォルダにアップロードできます。 

 

オンラインストレージからジョブを作成するには以下の手順に従います。 

1. ジョブ作成のページに移動します。 

2. 「オンラインストレージから追加する」ボタンをクリックします。 

 

 

3. 接続先(上記手順で設定したコネクター)を選び、対象のファイルを選択します。 

4. オンラインストレージからジョブを作成すると、「ダウンロード」に「オンラインスト

レージにエクスポートする」という項目が追加されます。これを選択すると、ファイル

を取得したフォルダに「セットアップ/サーバー設定/ファイル名の変更」の規則に応じ

たファイル名で保存されます。 

 

外部ツールとの連携 

Memsource は各種の外部ツールと連携するためのコネクターを装備しています。 

エディション別の連携外部ツールについては以下のページを参照します。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003948452-Connectors 

 

2 段階認証 

2 段階認証とは、アカウントにログインする際に通常のユーザー名とパスワードに加えて、

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003948452-Connectors
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もう一つ別の認証コードを必要とする仕組みです。万が一パスワードが漏洩した場合でも

アカウントを安全に保てる機能であり、Google や Amazon など様々なサービスで導入さ

れています。 

 

この 2 段階認証を Memsource でもオプションとして利用できます。タイムベースワンタ

イムパスワード(TOTP)と呼ばれるテクノロジーを用いており、毎回のログイン時に事前に

登録したスマートフォンなどのアプリで生成されるコードの入力が必要になります。コー

ドの生成には、「Google Authenticator」や「Authy」などの任意の認証アプリをお使い頂

けます。紛失などに備えて複数のデバイスを登録しておくことも可能です。 

 

この機能を有効にすると、Memsource だけでなく、Memsource Editor for Desktop を開

いた際にもコードの入力が求められます。 

 

2 段階認証を設定するには、以下の手順に従います。 

 

1. Google Authenticator などの認証アプリをスマートフォンなどのデバイスにダウンロ

ードします。 

2. セットアップメニューの「ユーザー設定」の下にある「2 段階認証」をクリックします 

3. 認証アプリで QR コードをスキャンします。QR コードの代わりに秘密鍵が表示される

場合があります。その際はアプリに秘密鍵を手入力してください。 

4. アプリが生成した数字のコードを「Code」欄に入力して「Verify」をクリックします 

 

以上の手順により、お使いの Memsource アカウントが認証アプリと接続されます。これ

以降、ログインする度にアプリが自動生成するコードの入力が必要になります。 

 

 

ヒント：Google アカウントをログインに使用しているユーザーは Memsource の 2 段階認

証はご利用になれません。Google の 2 段階認証については以下のサイトを参照します。 

https://www.google.com/landing/2step/ 

 

https://www.google.com/landing/2step/
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はじめに 

本マニュアルでは Memsource Editor（メムソースエディタ）の基本操作をご紹介してい

ます。Memsource Editor はクラウド翻訳支援ツール Memsource 付属のエディタです。 

 

なお、特に記載がない限り、Windows OS について記載しています。 

 

Memsource Editor 入門編 

このセクションは、翻訳者（リンギスト）の方向けの入門ガイドです。管理者または PM の

方は別冊「Memsource 基本操作マニュアル～Memsource 編～」を参照します。 

 

マニュアルを読んでも問題が解決しない場合、以下の URL から公式サポートチームにサポ

ートリクエストを送信できます。（※対応言語は英語） 

リクエストを送信：https://help.memsource.com/hc/ja/requests/new 

 

Memsource の画面右下の Help Widget からもサポートリクエストが送信できますので、

こちらもご活用ください。（※対応原語は英語） 

 

Help Widget を 

クリック 

Contact us をクリック 問い合わせ内容を入力後、 

Send をクリック 

 

  

 

https://help.memsource.com/hc/ja/requests/new
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ログイン情報の取得 

エディタの利用を開始するには、Memsource クラウドへのログイン情報が必要です。通常、

ログインに必要となる次の情報が翻訳の依頼元から提供されます： 

 ユーザー名 

 パスワード 

 サーバー情報（通常、cloud.memsource.com） 

 

または、翻訳の依頼元が専用のユーザーを作成している場合は以下に従います。 

新規ユーザー作成時に、自動送信されるメールに、ユーザー名が記載されています。メール

内のリンクからパスワードを設定します。 

 

クリックした先の画面で、ユーザー名か、メールアドレスを入力し、「送信」ボタンを押下

します。 
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パスワードリセット画面へのリンクが記載されているメールを受信します。 

 

 

 

 

Memsource へのログイン 

以下の URL にアクセスして Memsource にログインすると、リンギストポータルが表示さ

れます。ジョブ（翻訳対象のファイル）が表示されます。 

ヒント：該当のジョブが 1 件もない場合は 

ヒント：日本語で表示したい場合、ユーザー設定の変更画面から変更します。 

https://cloud.memsource.com/ 

 

https://cloud.memsource.com/
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新規案件 新たに打診を受けたジョブです。「ステータスを変更」ボタンで承諾または辞退

して、このジョブの打診に回答します。 

承諾済案件 承諾済みのジョブで、翻訳作業中のものです。 

完了済案件 翻訳作業が完了したジョブです。 

 

 

 

Memsource の初期設定 

Memsource で翻訳プロジェクトを開始する前に必要な初期設定を行います。 

 

Memsource クラウドの画面左下に表示されるセットアップアイコンをクリックすると、各

種設定を行う画面（「セットアップメニュー」）に移動します。各種設定はここから行います。 
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タイムゾーン設定 

セットアップメニューの「タイムゾーン」から、設定されているタイムゾーンを確認します。

変更が必要な場合は、選択を変更して、「保存」をクリックします。 

 

ヒント：この設定は、ジョブの締切の表示に使用されます。 

言語設定 

セットアップメニューの「Language」から、Memsource の表示に使用したい言語を選択

し、「保存」をクリックします。 

 

ヒント：この設定は Memsource に対して有効ですが、Memsource Editor for Web の言

語は英語のみです。Memsource Editor for Desktop は日本語での表示が可能です。 

Memsource エディタのインストール 

Memsource エディタには、インストール不要の Web 版と、お使いの PC にインストール

して使用する Memsource Editor for Desktop の 2 種類があります。 

 

ここでは、Memsource Editor for Desktop のインストールについて記載します。 

 

エディタのインストール 

1. 以下の URL にある「Download」ボタンから、ご利用の OS に合った Memsource エ

ディタをダウンロードします。 

https://www.memsource.com/download/ 

 

https://www.memsource.com/download/
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2. ダウンロードされた EXE ファイルをダブルクリックするとインストールが開始されま

す。「Next」をクリックして先に進みます。 

 

3. インストールが完了するとデスクトップに Memsource Editor のアイコンが作成され

ます。ダブルクリックすると、エディタが起動します。 

 

4. Tools > Preferences > Login タブに接続情報を入力します。 

 

ヒント：ユーザー名とパスワードは Memsource と同じです。サーバーには

「cloud.memsource.com」と入力します。 

ヒント：先頭に「https:」を入れなくとも、自動でセキュアな https:プロトコルが採用され

ます。 

 

5. 「Save」をクリックして、エディタの右下の「Login」が緑色になっているか確認しま

す。緑色にならない場合、入力情報に誤りがないか確認します。 
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6. 以上でインストールは完了です。 

エディタのバージョンアップ 

エディタを起動した時に、以下のような画面が表示されることがあります。 

 

 

 

Memsource Editor は自動更新機能を装備しており、サーバー側で新しいバージョンがリ

リースされた場合、お使いの PC にあるバージョンと比較して、最新バージョンにアップデ

ートするかを聞かれます。 

 

最新バージョンにアップデートする場合は「はい」を、現在使用しているバージョンを引き

続き使用するには「いいえ」を選択します。 

 

定期的にリリースされる新バージョンには、新機能やバグの修復が含まれています。特に理

由がない限り、最新バージョンへのアップデートをお勧めします。 

 

設定 

必要に応じて、エディタの設定を変更します。この設定は必須ではありません。 

UI の言語設定 



10 

Tools > Preferences > Appearance から、Memsource Editor for Desktop の表示言

語および表示フォントサイズを変更できます。 

ヒント：本マニュアルでは主に日本語の UI を掲載していますが、他の言語でも画面デ

ザインは同じで、表示されるテキストのみが切り替わります。 

ヒント：Web 版のエディタ UI は英語のみとなります。 

 

 

CAT タブ 
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翻訳メモリ（TM） 「最小一致率」に、エディタの右側に表示される翻訳メモリの最小一致率を

指定します。 

 

セグメントを確定した

ら、以下へジャンプ 

セグメント確定後の好みの挙動を選択します。例えば、「次の確定していない

セグメント」を選択した場合、セグメントの確定後カーソルが自動的に未確

定のセグメントに移動します。 

一括翻訳-繰り返しの自

動入力 

繰り返しの自動入力をしない場合「Auto-propagate repetitions」のチェッ

クを外します。 

ヒント：管理者およびプロジェクトマネージャー（PM）はプロジェクト設定

で、この項目のリンギストによる編集を無効にできます。詳細は「繰り返し

箇所」のセクションを参照します。 

一括翻訳-次のセグメン

トにジャンプ後に一括

翻訳を行う 

選択したオプションの結果がセグメントの確定後、ジャンプしたセグメント

を対象に自動挿入されます。例えば、「機械翻訳(MT)の結果を挿入」がチェッ

クされている場合で、最小一致率以上の翻訳メモリがない場合は機械翻訳の

結果が自動挿入されます。 

ヒント： このオプションはプロジェクトに機械翻訳が設定されている場合の

み有効です。 

 

Memsource Editor for Desktop と Memsource Editor for Web

の違い 

Memsource Editor for Desktop と Memsource Editor for Web は、できるだけ同じにな

るように設計されていますが、異なる部分があります。ここでは、主な違いについて記載し

ています。 

起動方法 

Memsource Editor for Desktop：MXLIFF ファイルをダブルクリックしてオープンします。 

Memsource Editor for Web：Memsource にログインした時に表示されるファイル名をク

リックすると、ブラウザの別タブが起動します。 

利用環境 

Memsource Editor for Desktop と異なり、Memsource Editor for Web はオフラインで

は利用できません。インターネット接続が不安定な場合、Memsource Editor for Desktop

を利用してください。Memsource Editor for Web は、10,000 セグメントよりも小さなジ

ョブで使用されることをお勧めします。（最大セグメント数は 40,000） 
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動作速度 

動作環境に依存しますが、一般に Memsource Editor for Desktop の方が動作は軽いと言

えます。特に、全セグメントを対象にした処理を Memsource Editor for Web で行うと、

多くの時間を要する可能性がありますので注意してください。 

ショートカットキー 

Memsource Editor for Web はブラウザの制約を受けるため、Memsource Editor for 

Desktop と異なるものがあります。以下はその代表的なものです。 

ショートカット Memsource Editor for 

Desktop 

Memsource Editor for Web 

用語追加 Ctrl + T Alt + T 

検索 Ctrl + F Ctrl + K 

置換 Ctrl + H 該当なし 

※「Memsource Editor for Web

の置換」参照 

 

なお、Memsource Editor for Desktop のみ、「ツール」→「ショートカットのカスタマイ

ズ」から、ショートカットキーをカスタマイズできます。 
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Memsource Editor for Web の置換 

Memsource Editor for Desktop 上の置換と違って、Memsource Editor for Web 上で置

換するには、訳文に検索文字列を入力し、「Replace」メニューをクリックします。置換後の

文字列を入力し、「Replace」または「Replace All」をクリックします。 

 

 

案件の依頼メール受信 

案件を担当するプロジェクトマネージャー（PM）は翻訳を依頼したい翻訳者（プロバイダ）

宛てに、Memsource から、案件依頼メールを送信することができます。受信したメールに

あるリンクから、Memsource にアクセスするには、以下の手順に従います。 

1. system@memsource.com からのメールを確認し、メール本文にある URL をクリッ

クします。メールの受信が確認できない場合、スパムフォルダなどを検索してください。

メールが見つからない場合も、Memsource にログインし、打診中のジョブがあるか確

認できます。 

 

ヒント：メール文面はジョブの依頼者の意向により異なる場合がありますので、必ず実際に

受信したメールの内容を確認してください。 

 

mailto:system@memsource.com
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2. Web ブラウザが起動し、Memsource のログイン画面が表示されます。 

 

 

ヒント：ブラウザにログイン情報が保存されている場合、ログイン画面が表示されない（ス

キップされる）場合があります。 

 

3. メールに記載されている「ユーザー名」と、依頼元から提供を受けたログインパスワー

ドを入力してログインします。 

ヒント：パスワードが分からない場合、「パスワードをお忘れですか？」リンクかメール本

文にある URL からリセットできます。 

 

ジョブの承諾 

依頼を受けたジョブを承諾し、翻訳作業を開始するには以下の手順に従います。 

 

1. 対象ジョブを画面に表示します。 

 依頼メールにあるリンクをクリックした場合：Memsource にログイン後、依頼を受け

たジョブが表示された画面にリダイレクトします。 

 ログイン画面から Memsource にログインした場合：左メニューから「ジョブ」を選

択するとジョブを承諾する画面が表示されます。 

2. 承諾するジョブのファイル名にチェックを入れ「承諾」をクリックします。 
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ヒント：表示言語は、セットアップメニューの「言語設定」で設定します。 

 

3. 案件を依頼した PM 宛に、ステータス変更を知らせるメールが自動的に送信されます。

プロジェクト画面のステータスも変更されます。 

 

以上で、ジョブの承諾は完了です。翻訳作業を開始できます。 

 

翻訳作業の準備 

ファイルダウンロード 

Memsource Editor for Desktop で翻訳作業を行う場合、対象ジョブの MXLIFF ファイル

をダウンロードします。 

 

 

MXLIFF 以外の形式のファイルもダウンロードできます。 
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オリジナルファイル オリジナル原稿をダウンロードします。 

- DOCX Microsoft Word 形式の翻訳ファイルをダウンロードします。詳細は「バイ

リンガル DOCX」を参照します。 

- TMX TMX 形式で翻訳メモリをダウンロードします。 

訳文完成ファイル オリジナル原稿が、エディタに入力された訳語に置き換わってダウンロー

ドされます。最終成果物を確認できます。 

 

一括翻訳 

翻訳作業の実施前に「一括翻訳」機能を使用して翻訳メモリを流し込んだり、原文を訳文に

コピーしたりできます。「一括翻訳」機能の詳細は、「Memsource 基本操作マニュアル～

Memsource 編～」を参照します。 

 

作業の進捗 

翻訳作業の進捗は、「確定済」の表示で確認できます。 

 

 

ヒント：この進捗は、プロジェクト管理者も参照可能です。 

ヒント：ここに表示される進捗は、確定セグメントの割合を反映しています。訳文が入力さ

れていても未確定のセグメントは含まれません。 

 

Memsource Editor の操作 

 

エディタで翻訳作業を行う方法を記載します。ここでは、Memsource Editor for Desktop

での操作方法を紹介します。Memsource Editor for Web との違いについては「Memsource 

Editor for Desktop と Memsource Editor for Web の違い」を参照します。 

 

以降は Memsource が機能として提供し、サポートしている操作ですが、案件特有のルー
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ルや進め方については、ジョブの依頼者の指示に従って下さい。 

 

エディタの基本操作 

このセクションでは、翻訳作業を完了するために知っておくべき最低限の操作を紹介して

います。それ以外の各機能の詳細については「高度な編集機能」「QA チェック」「ドキュメ

ントメニュー」などを参照します。 

 

1. エディタをオープンすると以下の様な画面が表示されます。 

2. メインの画面に、原文と訳文が対になって表示されます。「訳文」列（「ターゲットセグ

メント」）に翻訳を入力します。 

3. ヒント：PM の進め方や「ワークフローステップ」によっては、既に訳文が入っている

場合もあります。 

4. エディタの右側（「CAT」ペイン）には、翻訳作業を効率的に進めるための各種情報が

表示されます。 

5. 各行は「セグメント」と呼ばれ、左端の番号（「セグメント番号」）で識別できます。 

 

 

6. 訳文列に翻訳を入力したら、Ctrl + Enter をクリックするか、赤色の×マークをク

リックして、翻訳を確定します。 

7. 書式はエディタ上部のボタンまたは対応するショートカットキーで反映できます。 

書式ボタン 
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書式の反映 

 

 

8. 原文に Memsource タグ（テキストと一緒に表示される青色の数字アイコン）が表

示されている場合、訳文と同じ場所に反映させます。 

ヒント：タグを挿入したい場所にカーソルを移動して、F8 キーまたはボタンでタグが

挿入できます。 

ヒント：タグは元の文書の書式情報を表現しており、原文でタグに囲まれている部分の

書式が、訳文のタグで囲んだ部分に反映されます。 

タグを挿入ボタン 

 

タグの挿入 

 

 

9. CAT ペインに、選択しているセグメントに対応する翻訳メモリ・用語ベースが表示さ

れ、ダブルクリックで翻訳メモリ・用語集を訳文列に挿入できます。 

 

 

10. 特定の単語・フレーズで翻訳メモリと用語ベースを検索したい場合、該当の部分を選択

した状態で Ctrl + K またはボタンをクリックすると、「検索」ペインに検索結果が表示

されます。 

あいまい検索 

 

検索結果表示 
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高度な編集機能 

用語追加 

既に用語ベースに登録されている用語に加え、翻訳作業を進めながら用語を追加すること

ができます。用語を追加するには、原文列または訳文列で対象の用語を選択した状態で、

Ctrl + T またはツール＞用語を追加からボタンをクリックします。入力された情報が正し

いことを確認したら、 

「追加」ボタンをクリックします。 

 

ヒント：「追加」ボタンをクリック時、上記の画面が非表示になります。追加せずにキャン

セルしたい場合、Esc キーをクリックします。 

検索と置換 

用語の検索（Ctrl + F）、置換（Ctrl + H）は、Windows であれば Office ライクに操作頂け

ます。 

 

フィルタ 

画面上部のテキストフィールドに入力された文字列を含むセグメントを抽出できます。デ

フォルトでは、ソース／ターゲットを大文字小文字の区別なしで抽出します。 
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ヒント：大文字小文字の区別が必要な場合、フィルタ設定＞大文字小文字の区別をチェック

します。正規表現で検索するには、フィルタ設定＞正規表現を使う をチェックします。 

ヒント：コンテキストキー、コンテキストノート、タグに含まれるテキストでの検索もでき

ます。 

 

原文フィルタの左にある▼をクリックすると、表示が▲となり、文字列以外のフィルタ設定

が表示されます。文字列以外の条件で、セグメントをフィルタができます。 

 

 

ソースを編集 

プロジェクト設定で、翻訳者に許可されている場合のみ、原文を編集できます。原文を編集

するには、対象セグメントに移動して、「編集」→「原文を編集」を選択または F2 をクリッ

クします。 

ヒント：原文編集が許可されていない場合、セグメントの分割・結合もできません。 

セグメント結合 

セグメントを結合するには、該当セグメント上にカーソルをおき、Ctrl + J、または以下の

ボタンをクリックします。 
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セグメント結合前 セグメント結合後 

  

 

結合タグが原文列と同様に、訳文列に挿入されていることが重要です。 

 

例えば、Word 文書で 2 行あったとします。 

 

one line 

second line 

 

Memsource Editor で以下のように翻訳したとします。 

 

 

翻訳ファイルでは以下のようになります。 

one line second line 

（空白の 1 行） 

 

セグメント分割 

結合とは反対に、分割したい場合、該当セグメント上にカーソルをおき、Ctrl + E、または

以下のボタンをクリックします。 

 

セグメントの確定 

PM がロックしたセグメントを除き、ジョブにある全セグメントが「確定」されないとジョ

ブを完了することができません。以下は確定に関するいくつかのヒントです。 
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1. 「編集」→「セグメントを確定」または、ショートカットキー（Ctrl + Enter）でセグ

メントを確定できます。 

 

 

 

 

2. 複数セグメントを選択（セグメント番号を選択後、Ctrl キーを押したままで他のセグメ

ントを選択）して、複数を一括で確定することもできます。 

3. ジョブに含まれるすべてのセグメントを選択（Ctrl + Shift + A）し、まとめて確定 

4. 確定または未確定のセグメントでフィルタをして、まとめて確定または未確定にでき

ます。 

 

 

5. セグメントの編集、「編集」→「セグメントの確定を取り消す」、または Ctrl + Shift + 

Enter でセグメントを未確定にできます。 

ヒント：翻訳者は確定したセグメントに戻って編集して（自動で未確定になります）、

再度確定することができます。 

 

特定セグメントへの移動 

「ツール」→「セグメントの番号を指定して移動」または、Ctrl + G で、セグメント番号を

指定する画面がエディタ下部に表示されます。 
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移動したいセグメント番号の数字を入力すると、カーソルが移動します。 

 

 

繰り返し箇所 

デフォルトでは、繰り返し箇所（1 つのジョブ内で原文セグメントが全く同じ箇所）には、

確定と同時に、それ以降の繰り返し箇所に全く同じ翻訳が自動的に反映されます。エディタ

上で、繰り返し箇所の右側に青い矢印アイコンが表示されます。 

 

繰り返し箇所をユーザーが確定すると、それ以降の繰り返し箇所が同じ訳文で確定されま

す。 
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ヒント：確定したセグメント以降の繰り返しのみが対象です。 

 

繰り返し箇所の自動入力を無効化 

デフォルトでは、翻訳者は「繰り返しの自動入力のオン/オフを選択可能」です。繰り

返し箇所の自動入力をオフにするには、「ツール」→「設定」から以下のチェックを外

します。 
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ヒント：プロジェクトの設定によっては、オン／オフ切替が無効になっている場合があ

ります。 

 

繰り返しのアイコンがグレーアウトされ、自動入力されないようになります。 

 

 

繰り返しの例外設定 

訳分けが必要などの理由で、同じ原文セグメントに対して他の翻訳を採用する必要がある

場合には、繰り返しの例外設定を行います。 

 

 

プレビューの表示 

一部のファイル形式では、エディタ内で翻訳作業の結果を確認できるプレビューが利用で

きます。 
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プレビューを表示するには、「ツール」→「プレビュー」から原文または訳文のどちらかを

選択します。 

 

 

プレビューを表示した状態で翻訳を行うセグメントを選択すると、プレビューウィンドウ

の該当箇所がハイライトされ、どこを翻訳しているのかを文脈で確認することができます。

またその逆にプレビュー内で任意の文章を選択すると、編集画面は該当するセグメントに

ジャンプします。 
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ヒント：プレビューが可能なファイル形式は、MS Word、Excel（多言語エクセルを含む）、

Powerpoint、Google Docs/Sheets/Slides、HTML、XML、DITA と Markdown です。 

 

コメント機能（カンバセーション） 

各セグメントの右側にある吹き出しアイコンをクリックすると、コメントを入力できます。 

コメントは Memsource ユーザー同士のカンバセーション（会話）形式で表示され、ワーク

フロー横断で参照可能です。 

 

1. セグメントの一部に対するコメント（インラインコメント）を入力するには、原文また

は訳文セグメントで対象箇所を選択してから、吹き出しアイコンをクリックします。 

2. 会話の中に保存されたコメントに返信するには、「返信」をクリックします。 

3. コメント自体を編集または削除する場合は、…をクリックし、「編集」または「削除」

を選択します。 



28 

 

 

シンボルの挿入 

「編集」→「シンボルを挿入」→「その他のシンボル」をクリックし、特殊文字やシンボル

を挿入できます。特殊文字やシンボルは Unicode のブロックごとにまとめられているので、

ウィンドウ右上からサブセットを選択することで、通貨記号や数学記号など、必要な記号を

簡単に探すことができます。 

 

 

QA チェック 

作業を完了する前に、QA チェックを実行します。プロジェクト設定によっては、QA の問

題を解決しないと、ステータスを完了にできない場合もあります。完了報告前に、実行する

ことをお勧めします。 

QA を実行するには、右側の「QA」タブで「実行」をクリックします。 

QA 実行の完了後、QA 違反項目が一覧で表示されます。各項目にカーソルを置くと、対象

セグメントに移動するので、違反を修正して再度確定し直します。 
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ヒント：修正不要な場合、「i」列をクリックするか、対象行で右クリックして「警告を無視」

を選択すると違反項目がグレーアウトします。 

マークが表示されている QA項目は無視できません。 ヒント：「i」列に

 

 

ヒント：QAチェック項目詳細については、「Memsource基本操作マニュアル～Memsource

編～」の Appendix「QA チェック項目一覧」を参照します。 

ヒント：「実行」ボタンの右の下矢印からプルダウンを開くと、チェック項目を選択できま

す。デフォルトではプロジェクトにチェック対象として設定されている全項目がチェック

されます。 

スペルチェッカーユーザー辞書 

Memsource Editor はスペルチェッカーをサポートしています。 
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ヒント：スペルチェッカーが利用可能な言語の一覧は以下を参照します。 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003929811-Supported-

Languages 

 

スペルチェッカー辞書にない用語には、赤い波線が表示されます。右クリックして「辞書に

追加」を選択すると、この操作を実行しているユーザーの辞書に登録されます。 

 

 

スペルチェッカー辞書はインポート／エクスポートできます。 

スペルチェッカー辞書に一括して用語を追加するには以下の手順に従います。 

1. 以下のような Excel ファイルを作成し、用語を追加します。 

 

ヒント：PM から辞書として登録する Excel が指定されている場合、その指示に従います。 

 

2. Memsource Cloud にログインし、スペルチェッカー辞書はセットアップメニューの

「スペルチェッカーユーザー辞書」を選択します。「インポート」より、登録するエク

セルファイルを選択します。 

 

 

ドキュメントメニュー 

ドキュメントメニューの下から、各種操作を実行できます。 

 

 

https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003929811-Supported-Languages
https://help.memsource.com/hc/en-us/articles/115003929811-Supported-Languages
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オリジナルファイルを開く Memsource にアップロードされた元原稿が開きます。 

翻訳済みファイルの 

プレビュー 

元原稿と同じ形式のファイルが、Memsource で入力した翻訳

が反映された状態で開きます。 

サーバーへアップロード - Memsource Editor for Desktop 上で入力された翻訳（未

確定／確定セグメントの両方）をサーバーにアップロード

します。確定セグメントのみ、翻訳メモリを更新します。 

- オンラインで作業している場合、Memsource Editor for 

Desktop の作業内容は、リアルタイムでサーバーへ反映さ

れています。オフラインで作業していたなどの理由でロー

カル環境にのみ最新の MXLIFF ファイルがある場合、「サ

ーバーへアップロード」からアップロードします。 

- MXLIFF ファイルの保存は、他のファイル形式と同様、「フ

ァイル」→「保存」または Ctrl + S で任意の場所に保存さ

れます。 

バイリンガルDOCXをエク

スポート／インポート 

Microsoft Word 形式の翻訳ファイルをダウンロードします。

この Word ファイルに入力された翻訳は「バイリンガル DOCX

をインポート」からエディタにインポート可能ですが、Word 上

ではエディタの機能（翻訳メモリや用語ベースの参照、QA 実

行）が利用できません。PM から特に指定がない場合、使用し

ないでください。（参照のみは問題ありません。） 

 

プロジェクトを表示 Memsource Cloud 上のプロジェクト画面が表示できます。 

 

ワークフローステップ 

ワークフローステップは、校正、レビュー、クライアントレビューなど、複数のバージョン
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の翻訳を管理するための機能です。1 つのワークフローステップは、子プロジェクトとも考

えることができます。 

 

通常、最初のステップ以外のジョブがアサインされると、すべての訳文が入力されています。

以下は校正ステップで最初にエディタを開いた時のイメージです。 

 

最初のステップでは緑色のチェックだったアイコンが、グレーで表示されますが、基本操作

は最初のステップと同じです。 

 

変更履歴の表示 

プロジェクトが複数のワークフローステップで構成されている場合、各ステップの変更履

歴を表示できます。以下の場合、T は翻訳、Ｒは校正での翻訳結果で、下側に変更履歴が表

示されます。 
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例えば、校正ステップで変更した文節のみ表示する場合には、以下の様にフィルタします。 

 

 

翻訳完了報告 

翻訳が完了し、対象のジョブの「確定」が 100%となっていることを確認したら、ステータ

スを変更し、アサインされた作業が完了した旨を通知します。 
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ステータスの変更方法は「ジョブの承諾」と同じで、完了するジョブを選択し、「完了」を

クリックします。 

 

 

ヒント：「保存」ができない場合、作業が完了していない可能性があります。表示されるエ

ラーメッセージを確認し、翻訳作業を見直してください。 

ヒント：ステータスを完了に変更した後は、ファイルのダウンロードはできません。また設

定により、依頼されている案件がすべて完了したタイミングで、アカウントが非アクティブ

（無効）になり、ログインができなくなる場合があります。 

ヒント：ワークフローステップが設定されている場合、自動的に次のステップの担当者に完

了が通知されます。 


